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横浜市政記者会 横浜ラジオ・テレビ記者会 相模原記者クラブ

お 問 い 合 わ せ 先

まつやま たかお こさわ ともゆき

平成２５年２月１５日（金）
国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所
中日本高速道路株式会社 東京支社

発 表 記 者 ク ラ ブ

今回の開通により、広域ネットワークの形成による混雑緩和や災害時の道路

ネットワークの強化、地域活性化の支援、医療圏域の拡大などが期待されます。

引き続き、残る区間についても早期開通に向け整備を進めていきますので、

ご理解とご協力をお願いします。

■茅ヶ崎ＪＣＴから寒川北ＩＣ間

○開通日時 平成２５年４月１４日（日）１５時

○延 長 ５．１ｋｍ

■海老名ＩＣから相模原愛川ＩＣ間

○開通日時 平成２５年３月３０日（土）１５時

○延 長 １０．１ｋｍ

※ 開通式典の概要については、後日お知らせします。

え び な

圏央道の茅ヶ崎JCTから寒川北IC間、

海老名ICから相模原愛川IC間が開通します

ち が さ き さむかわきた

さがみはらあいかわ

国土交通省関東地方整備局と中日本高速道路株式会社が共同で事業を進めてい

る国道468号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の茅ヶ崎JCTから寒川北IC間と

海老名ICから相模原愛川IC間が開通することになりましたので、お知らせします。
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圏央道開通区間概要

■今回開通区間の位置図

●首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線都市間の連絡強化

等を目的とした都心から半径およそ40～60kmの位置に計画されている総延長約300km

の環状の自動車専用道路です。現在までに約110kmが開通しています。

●今回開通区間の概要

路 線 名 ：国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

①開通区間 ：茅ヶ崎JCT（茅ヶ崎市西久保）～寒川北IC（高座郡寒川町宮山）
開通日時 ：平成25年4月14日（日）15時
延 長 ：５．１ｋｍ
車線数 ：4車線
開通IC・JCT ：茅ヶ崎JCT、寒川南IC※ 、寒川北IC
アクセス道路：新湘南ﾊﾞｲﾊﾟｽ、 (主)伊勢原藤沢線、(主)相模原茅ヶ崎線

②開通区間 ：海老名IC（海老名市中新田）～相模原愛川IC（相模原市南区当麻）
開通日時 ：平成25年3月30日（土）15時
延 長 ：１０．１ｋｍ
車線数 ：4車線
開通IC ：圏央厚木IC、相模原愛川IC
アクセス道路：国道129号、(主)相模原町田線

平成22年2月 開通済

平成26年度 開通目標

平成25年4月14日
開通予定

平成24年3月25日 開通済

〔相模原ＩＣは平成26年度〕

平成25年度 開通目標

①

②

茅ヶ崎中央ＩＣ

平成25年3月30日
開通予定

※ 寒川南ICはハーフICのため、寒川北IC方面へ
の乗り入れ、寒川北IC方面からの降車のみの
ご利用となります。

にしくぼ こうざぐんさむかわまちみややま

なかしんでん みなみくたいま

至 埼玉

至 沼津

至

横
浜

至 東京

至 三浦至 小田原

全体図

開通済区間

今回開通区間

事業中

未事業化

凡 例

〔海老名南JCTは、H28年度〕



平成24年1月撮影

⑤

⑥

④

②

③

①
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■今回開通区間の標準断面図

■今回開通区間の状況

単位（m）

⑤ 圏央厚木IC（厚木市中依知）

開通済区間

今回開通区間

事業中

未事業化

凡 例

24.00

21.00

■土工部

■トンネル部

■高架部

至 埼玉

至 小田原

至

横
浜

至 沼津

至 東京

至 三浦

④海老名IC(海老名市中新田）

⑥相模原愛川IC(相模原市南区当麻）

①茅ヶ崎JCT（茅ヶ崎市西久保）

②寒川南IC(高座郡寒川町田端）

③寒川北IC(高座郡寒川町宮山）

平成２５年１月撮影

9.009.00

7.007.00

⑤圏央厚木IC(厚木市中依知）



広域ネットワークの形成
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●圏央道の整備により、東名高速道路や中央自動車道などの放射方向の高速道路を結ぶ道路

ネットワークが形成され、都心部への通過交通の抑制が期待されます。

●都心部への通過交通の抑制により、圏央道に並行する国道１６号・国道１２９号などの周

辺道路の混雑緩和が期待されるとともに、各高速道路間の移動短縮などが期待されています。

圏央道の整備に伴う都心部への通過交通の流入の抑制

釜利谷JCT

八王子JCT

海老名JCT

鶴ヶ島JCT

茅ヶ崎JCT

圏央道整備前
（都心部を通過）

久喜白岡JCT

圏央道整備後
（通過交通の都心部流入を抑制）

整備効果①

圏央道整備前の経路
圏央道整備後の経路

凡 例

圏央道沿線の立地企業や観光関係者からの声

■圏央道沿線の立地企業（海老名市内）からの声
・これまで時間の読めない一般道を利用していた配送が、今後、開通区間が伸びて、中央道とつな

がり、圏央道を利用することで中央道などの高速道路への移動時間短縮を期待しています。

■観光関係者からの声
・県外からの観光客が圏央道を通ってスムーズに県内の観光地に訪れることができるようになること

で観光客数の増加を期待しています。

・圏央道ができることによって、時間が読めるようになり、八王子方面から箱根方面や鎌倉・横須賀
方面へ行きやすくなると思います。
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災害時の道路ネットワークの強化

●首都直下地震における神奈川県内の最大震度は、震度６強と想定されています。

●東名高速道路と圏央道の交差する海老名JCT付近には、大規模な災害が発生した場合に、

他県や国からの応急活動要員の集結、物資の受け入れ、搬送車両の集結拠点となる「神奈

川県総合防災センター」があります。

●今回の開通により、この防災拠点からの開通区間沿線の災害時の円滑な物資輸送や救援活

動の支援が期待されるとともに、圏央道の全線開通により、横浜・川崎地域などへの広域

的な支援の拡充を図ることが可能になります。

首都直下地震の被害想定

・建物全壊 ３３，６６０棟
・死者数 ４４０人
・経済被害 約８.１兆円

凡 例
７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

神奈川県の想定震度は最大

震度6強

整備効果②

出典：神奈川県地域防災計画－地震災害対策計画－（平成24年4月）

首都直下地震の想定震度と被害想定

大規模な災害発生時における防災拠点からの物資輸送や救援活動を支援

相模原市

川崎市

茅ヶ崎市

横浜市

県庁

茅ヶ崎中央ＩＣ

茅ヶ崎JCT

厚木市

海老名市

座間市

愛川町

寒川町

藤沢市

鎌倉市

圏央道整備後

圏央道整備前

平成25年3月30日
開通予定

平成25年4月14日
開通予定

至 埼玉

至 小田原

至 沼津

至 東京

至 三浦

圏央道整備前の経路
圏央道整備後拡充する経路

凡 例

平成26年度
開通目標

■業務内容
・大規模な災害の発生に備え、

広域的、総合的な災害応急活
動の中央基地として災害応急
活動に必要な業務を実施

写真出典：神奈川県

神奈川県総合防災センター



地域活性化の支援

●神奈川県では神奈川県産業集積促進方策(インベスト神奈川)により、企業立地を支援し

ており、同方策の活用企業の約４割が圏央道のｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞから5km圏に立地しています。

●圏央道の整備により、地域の活性化や神奈川県の競争力のある産業の創出・育成の支援

が期待されます。

神奈川県産業集積促進方策（ｲﾝﾍﾞｽﾄ神奈川）を活用した企業と圏央道沿線における企業立地の支援
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■「インベスト神奈川」および「インベスト神奈川２ｎｄステップ」を活用した企業 （平成24年9月13日時点）

資料：神奈川県商工労働局 産業部 産業立地課の「インベスト神奈川」による企業立地位置図」及び｢インベスト神奈川2ndステップ」
による立地企業一覧より作成 （平成24年9月13日時点）

資料：地域活性化総合特別区域指定申請書（平成24年9月28日）

整備効果③

圏央道沿線に立地するさがみロボット産業特区（仮称）

※神奈川県の「インベスト神奈川」とは、
企業立地を積極的に支援（低利融資、
減税措置等）する制度

「インベスト神奈川」及び「インベスト
神奈川２ｎｄステップ」の活用企業

圏央道のｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞから5km圏

凡 例

介護・医療
ロボットエリア

圏央道
（さがみ縦貫道路）

実証実験等のエリア ○概要
・神奈川県は、圏央道の全面開通を控え、さがみ縦貫道路沿線自治体にロ
ボット関連産業を集め、新たな産業集積地域を目指し、地域活性化総合
特区「さがみロボット産業特区（仮称）」を内閣府に申請（H24.9）

・対象地域は、相模原、平塚など９市２町。

○取組みの内容
・薬事法や電波法等の規制を緩和し、通常は実施できない実証実験をリハ
ビリ施設、福祉施設等で実施

・土地利用規制等を緩和し、ロボットメーカーをはじめ幅広い分野の企業を
誘致

○数値目標
・「実証実験等の実施件数」

平成23年度：４件 →  平成25年度から５年間で６０件 など

高齢者等への
生活支援
ロボットエリア

災害対応
ロボットエリア

圏央道
IC5km圏

８５社
（39%）

その他

１３２社

（61%）

県全体

２１７社

約4割が圏央道ＩＣ約５km圏に立地



156万人

139万人

100 120 140 160 180

（万人）（万人）

圏央道
整備前

圏央道
整備後
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■緊急搬送の経過時間と死亡率の関係

・多量出血の場合、３０分以内の搬送であれば５０％の
命が助かる可能性がある

北里大学病院からの３０分カバー圏域の拡大
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医療圏域の拡大

●圏央道（海老名IC～相模原愛川IC間）が開通することにより、 30分で搬送できる第三次救

急医療施設の選択肢が広がります。

●例えば、北里大学病院（救命救急センター※）においては、30分で搬送できる範囲が厚木市

や海老名市で拡大し、３０分カバー圏域人口が拡大します。

整備効果④

※救命救急センター：より高度で特殊・専門医療が必要な重篤・重症救急患者を２４時間体制で受け入れる三次救急医療施設

■北里大学病院からの３０分カバー圏域人口

※開通済箇所の移動時間は、H22センサス
の旅行速度より算出

※圏央道については、80km/hとして移動時
間を算出

圏央道整備前の30分カバー圏域

圏央道整備後拡大する30分カバー圏域

凡 例

17万人
（12％）増

※30分圏域の人口はH22国勢調査を集計 出典：カーラーの救命曲線

厚木市や海老名市で
圏域拡大

北里大学病院

■北里大学病院からの３０分カバー圏域
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参考① 環状道路の役割

●大都市圏の環状道路は、都心へ集中する幹線道路の交通のうち都心を通り抜ける車をバ

イパスさせ、都心の交通混雑を緩和する役割や郊外から都心部への交通を分散導入する

役割など、集積が著しい都市の成長に不可欠な交通機能を提供します。

分散導入効果 地域間移動 非常時の迂回機能通過交通の抑制

■環状道路の役割

■3環状9放射ネットワーク構想
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参考② 今回開通区間の料金表等

料金 （単位：円）

IC名 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

圏央道
圏央厚木 200 250 250 400 600

海老名 350 450 500 700 1, 150

東名

東京 1, 400 1, 700 2, 000 2, 700 4, 350

東名川崎 1, 200 1, 500 1, 700 2, 300 3, 700

横浜町田 900 1, 100 1, 250 1, 700 2, 700

厚木 600 700 750 1, 000 1, 550

静岡 3, 050 3, 800 4, 450 6, 100 10, 050

浜松 4, 100 5, 100 6, 050 8, 250 13, 650

新東名

新富士 2, 400 2, 950 3, 450 4, 700 7, 750

新静岡 2, 950 3, 650 4, 300 5, 850 9, 650

浜松浜北 3, 900 4, 850 5, 750 7, 850 13, 000

東名 名古屋 5, 350 6, 650 7, 900 10, 850 17, 900

料金 （単位：円）

IC名 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

圏央道
寒川南 100 150 150 200 400

茅ヶ崎JCT 150 250 250 350 600

■ＥＴＣ割引の適用について
今回開通する「茅ヶ崎JCT～寒川北IC」及び「海老名IC～相模原愛川IC」間は、既に
開通している他の圏央道の区間と同様に大都市近郊区間となりますので、以下の時間
帯割引が適用されます。

＜圏央道連続利用割引＞
【割引条件】 ①ＥＴＣが整備されている入口インターチェンジをＥＴＣ無線通行により走行

②次のインターチェンジを利用する場合
【対象区間】 圏央道（圏央厚木IC～相模原愛川IC）の各IC⇔東名（東京IC～厚木IC）の各IC
【割引額】 高速道路料金を全車種150円割引 ※時間帯割引きと重複適用されません。

■寒川北インター から主要インターまでの料金表 ※通常料金

■相模原愛川インター から主要インターまでの料金表 ※通常料金

※ 寒川南ICはハーフICのため、寒川北IC方面への乗り入れ、寒川北IC方面
からの降車のみのご利用となります。


